
　Max Light & Noah Preminger
[Profile]
Max Light マックス ・ ライト ： guitar

  ワシントン DC の生まれ。 ジャズ ・ ギタリスト、 作曲家

ニューイングランド音楽院で学士号を取得し、 クイーンズ

カレッジのアーロン コープランド音楽院で修士号を取得して

いる。 その巧みなテクニックと現代的なアプローチで

2019 年のハービー ・ ハンコック インスティテュート ・ オブ ・ 

ジャズ ・ インターナショナル ・ ギター コンペティション ( 旧セロ

ニアス ・ モンク コンペティション ) で２位になり審査のパット ・

メセニー、 ジョン ・ スコフィールド、 リオネル ・ ルエケ、 ラッ

セル ・ マローン等に正統派ジャズ ・ ギタリストとして圧倒的な

支持を得る。 2020 年デビュー作 「Herplusme」 (Red Piano 

Records) を発表する。

Noah Preminger ノア・プレミンガー：sax
　

ニューヨーク ・ シティ ・ ジャズ ・ レコード誌はアルバムを 「素晴らしい」 と評し、 ライトを 「近年シーンに登場した最も有望な若手

ギタリストの一人」 と評した。 Jazztrail 誌は 「マックス ・ ライトは注目すべき才能ある楽器奏者であり作曲家であり、 この綿密に練ら

れたアルバムは期待を裏切らない」 と評した。 最新作は 2024 年にリリースした 「Chaotic Neutral」 （AGS Recordings) でダウンビ

ート Magazine は 4 つ星の評価を与え、 「複雑で謎に包まれ、 そして尽きることのない魅力」 と 「、 まさにマスタークラス」 と評され

る。 Guitar Player 誌は、 ビル ・ ミルコウスキーによる 7 ページにわたる特集記事で、 彼を 「卓越した演奏家であり、 知識欲に溢

れた天才的な即興演奏家」 と評しました。 Jazzwise Magazine は、 ジョン ・ フォーダムによる 4 つ星の評価で、 「マックス ・ ライトは、

すでに次世代の模範となる存在になりつつあるかもしれない」 と評した。 現在、 ライジング ・ スターとしてニューヨークを中心に

活躍中。

　21 歳の誕生日直後にデビューアルバム 「 Dry Bridge Road」

をリリースし、ヴィレッジ ・ヴォイス批評家投票でデビュー ・

オブ ・ ザ ・ イヤーに選ばれる。

ボストン ・ グローブ紙は彼を 「スタンダードとバラードの名手

であり、 冒険的な作曲家」 と称賛している。

また、 ニューヨーク ・ タイムズ紙は 「Noah Preminger は、

それぞれの音符に異なる種類のサウンド、 つまり個々の運命

と物語をデザインする」 と評している。。

ダウンビート誌の 「ライジングスター最優秀テナー ・ サックス

奏者」 を 2 度受賞し、 バンドリーダーとして 20 枚以上の

絶賛されたアルバムをレコーディングいる。

彼は米国からヨーロッパ、 アジアからオーストラリアまでの

主要なステージで演奏しており、 ジェイソン ・ モラン、 デイブ

・ ホランド、 ジョン ・ パティトゥッチ、 フレッド ・ ハーシュ、

ジェフ ・ テイン ・ ワッツ、 デイブ ・ ダグラス、 ビリー ・ ハート、

ロブ ・ ガルシア、 ジョー ・ ロヴァーノ、 ビクター ・ ルイス、

ジョン＆バッキー ・ ピザレリ、 セシル ・ マクビー、 ジョージ ・

ケイブルス、 ロスコー ・ ミッチェルといった人々と演奏やレコーディングを行っている。

現在、 ボストンを拠点にして演奏活動の他バード大学ロンジー音楽学校の教鞭を執っている。


